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研究成果の概要（和文）：家禽（ニワトリ、シナガチョウ、アヒル）の飼育は、新石器時代の中国北部で最初に始まっ
たとされ、とくにニワトリの飼育は約10,000年前まで遡るとされてきた。本研究では、家禽化プロセスの解明のために
、中国中部・北部の新石器時代と青銅器時代を中心に計23遺跡から出土した鳥類骨を調査した。その結果、新石器時代
前期および中期の遺跡ではニワトリの可能性のある骨は皆無であり、また新石器時代後期や青銅器時代の遺跡でもニワ
トリの可能性のある骨の出土は稀だった。このことは、新石器時代前期や中期におけるニワトリの飼育を否定するとと
もに、青銅器時代においてもニワトリの利用は稀であったことを示唆すると考えられた。

研究成果の概要（英文）：Farming of domestic birds (including domestic chicken, goose and duck) is thought 
to have begun in the Neolithic Age in northern China, and domestic chicken farming is considered the 
oldest poultry farming practice, with its origin tracing back to approximately 10,000 BP. To investigate 
the domestication process of birds in China, we analyzed bird bones collected from 23 Neolithic and 
Bronze Age sites in central and northern China. No candidate chicken bones were found at any of the early 
and middle Neolithic sites, whereas a small number of them were found in the late Neolithic and Bronze 
Age sites. These observations suggest that chickens were not farmed in central and northern China during 
the early and middle Neolithic Age and that they were not popular even in the Bronze Age.

研究分野：動物考古学
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１．研究開始当初の背景 

（1）キジ科のニワトリ（Gallus gallus 

domesticus）、およびカモ科のシナガチョウ

（Anser cygnoides domesticus）とアヒル

（Anas platyrhynchos domesticus）は、考古学

的証拠から中国で飼育がはじまったとされ

ていた。 

（2）ニワトリの最古の骨は、中国・河北省

の磁山遺跡（約 7700～8100年前）で報告さ

れていた。しかし、中国におけるほとんど

のニワトリの骨の報告では、ニワトリと同

定した根拠や骨の形態、出土量などは明ら

かにされていなかった。なお、研究開始後

の 2014年に磁山遺跡や南荘頭遺跡（約 9600

～12000 年前）など新石器時代前期の遺跡

から出土したキジ科の骨の DNAを解析し、

中国北部では当時からニワトリが飼育され

ていたとする論文が出版されたものの、こ

の見解にはいくつかの疑義が呈されていた。 

（3）ガチョウの像（山東省・後洼遺跡（約

6000年前）の“回首鵞”）やアヒルの像（福

建省・岩石門口山（約 7000年前）の“陶鴨”）

の出土を根拠に、中国における両家禽の飼

育は新石器時代に遡り、世界で最も古いと

されていた。その後の時代でもこれらの鳥

を象った像は知られていたものの、中国の

先史遺跡から出土した骨が明確な根拠を以

てガチョウやアヒルと同定された例はなか

った。 

（4）申請者はキジ科とカモ科の遺跡試料の

観察・計測に、理化学的分析を組み合わせ、

野生個体群と家畜化のプロセスの様々な段

階にある個体群の識別法の確立を目指すと

ともに、日本における家禽の歴史の解明に

取り組んできていた。この方法を中国の遺

跡出土試料に応用することで、家禽化のプ

ロセスが明らかにできると考えられた。 

 

２．研究の目的 

（1）世界で最初に家禽（ニワトリ、シナガ

チョウ、アヒル）の飼育が始まったとされる

中国における家禽飼育の歴史を遺跡出土の

鳥類骨から明らかにする。 

（2）家畜化はプロセスであり、“明らかな家

畜個体”は突然現れないことに着目し、骨の観

察・計測と理化学的手法を組み合わせた複眼

的視点から家禽化の歴史を明らかにする。 

（3）日本と中国の遺跡でみられた家畜化の

プロセスを比較・考察し、それぞれの特徴を

明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 海外研究協力者の袁靖博士、呂鵬博士らの

協力のもと、中国の新石器時代と青銅器時代

を中心に 23 遺跡から出土した鳥骨を調査し

た（図）。調査は主に非破壊とし、骨髄骨の

観察、幼鳥の骨（骨の発達段階）の観察、骨

の形態の観察と測定をすべての資料を対象

におこなった。また、ニワトリの可能性があ

る骨については、ミトコンドリア DNA・制御

領域を対象とした古代 DNA 解析を実施し、

ニワトリかどうかの確認を試みた。 

 

図 調査した新石器時代遺跡（★）と青銅器

時代遺跡（☆）。既報のニワトリ出土遺跡（●・

○）とニワトリ非出土遺跡（▲・ ）も示す。

塗りつぶしは新石器時代、白抜きは青銅器時

代（Eda et al 2016より） 

 



４．研究成果 

（1）中国の新石器時代と青銅器時代を中心

に計 23 遺跡から出土した鳥骨を調査した結

果、カモ科とキジ科に加え、カイツブリ科、

コウノトリ科、ウ科、ペリカン科、サギ科、

ツル科、クイナ科、タカ科、カラス科が検出

された。 

（2）カモ科資料中には、ハクチョウ属、ガ

ン族、マガモ属、スズガモ属が認められた。

遺体はすべて骨の形成が完了した成鳥のも

のであり、幼鳥の骨は検出されなかった。ま

た髄腔の観察できる資料では、いずれの資料

でも骨髄骨は検出されなかった。 

（3）キジ科資料中には、ウズラ程度の小型

の資料とニワトリやキジ、ヤマドリ程度の中

型の資料が含まれた。中国にはキジ科の種が

55種おり、その骨の種同定基準は確立されて

いない。そこで、江田・井上（2010）の基準

を用いて、大腿骨、脛足根骨、足根中足骨を

「ニワトリではない骨」と「ニワトリの可能

性がある骨」に区分した。その結果、新石器

時代と青銅期時代の遺跡では、「ニワトリの

可能性がある骨」は下王崗遺跡の龍山文化包

含層（新石器時代後期・約 5000 年前～4000

年前）および棗樹溝脳遺跡（青銅期時代・約

3200～3050年前）からのみ出土していた。磁

山遺跡や南荘頭遺跡など、最近の DNA 解析

でニワトリの骨が検出されていた遺跡も含

め、新石器時代前期および中期の遺跡から出

土したキジ科の骨はすべて「ニワトリではな

い骨」であった。このことから、新石器時代

前期や中期におけるニワトリの飼育が否定

されるとともに、セキショクヤケイが中国北

部に自然分布していたことも示唆されなか

った。また、ニワトリの利用は青銅器時代に

おいてもそれほど一般的ではなかったこと

が示唆された。下王崗遺跡と棗樹溝脳遺跡か

ら出土した「ニワトリの可能性がある骨」に

ついては、種同定のための古代 DNA 解析を

継続中である。また、下王崗遺跡と棗樹溝脳

遺跡から出土したキジ科の骨では、ともに骨

髄骨を含む骨と幼鳥の骨が検出された。キジ

科の骨髄骨や幼鳥の骨は他の遺跡ではほと

んど出土しておらず、ニワトリが導入された

当初から、中国北部では繁殖を伴う飼育が行

われていたことが示唆された。 

（4）中国の遺跡との鳥類遺体の出土状況や

出土した骨の形態比較のために、日本の 10

遺跡（更新世～16世紀後半）から出土した鳥

類遺体を調査した。そのうち、唐古・鍵遺跡

（奈良県・弥生時代中期）、カラカミ遺跡（長

崎県壱岐市・弥生時代）、大友府内町跡遺跡

（大分県大分市・16世紀後半）でニワトリの

骨を検出した。とくに、唐古・鍵遺跡出土の

ニワトリの骨は弥生時代中期に比定され、日

本で報告された最古のニワトリ骨となった。

またカラカミ遺跡ではキジ科の幼鳥と骨髄

骨が一緒に検出されていた。さらに、弥生時

代のニワトリの家畜化の程度が現在飼育下

にあるセキショクヤケイと同程度であるこ

とに着目し、セキショクヤケイの性的二型と

弥生時代のニワトリの性的二型の程度が同

程度であることを前提に、弥生時代のニワト

リの性比の算出を試みた。その結果、日本の

弥生時代の遺跡から出土したニワトリは顕

著に雄に偏っており、雌と推定される骨はほ

とんど出土していないことが明らかになっ

た。このことから、弥生時代の日本列島にお

いて、ニワトリはほとんど再生産できなかっ

たことが示唆された。この知見は、中国北部

ではニワトリの導入当初から繁殖を伴う飼

育が行われていたと推定されるのと好対照

をなすものであった。一方、カモ科の家禽で

あるアヒルやガチョウについては、その可能

性のある骨の検出には至らなかった。 
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